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ミ生（3 回生 10 名，4 回生 10 名）で，学習援助の対象
とした児童は西宮市にある複数の小学校に在籍する児童
20 名（1 年生 1 名,2 年生 2 名,3 年生 2 名,4 年生 7 名,5











































































全 10 回毎週金曜日（2018 年 4 月 27 日～7 月 21 日）17


















1）学生 Co に対する学習援助プログラムの指導 
 学生 Co が学習援助を行うことができるようになるに
は，認知カウンセリングについての学習と構成的グルー
プ・エンカウンターに関する学習が必要である。 
































 実践事例として，学生 Co の A（平成 28 年卒業）が
小学 4 年生男児 B に対する認知カウンセリングのケー
ス記録をもとに具体的に記述する（表 1）23。表 1 に示
された記述は，第 4 回目のかけ算文章題を題材にした
場面の一部であり，Co は学生 A，Cl はクライエントで
ある男児 B を表している。 
アセスメントにおいて Bは算数学習に対して特別な好
きでも嫌いでもないと答えているが，小学 3 年までの既











表 1 学生 Co A の実践記録 
確認問題（７） 
重さ 58ｇのテニスボール 45 こを 600ｇのかごに入れまし
た。全体の重さは何 kg 何 g ですか。 
 




















Co：「ほんとに？ 600g ってなんの重さ？」 
Cl：「かごの重さ」 




























図 4 学習援助シートの一部 
 
 






























































 次に，学生 Co 自身が自己を分析して，認知的側面と
技能的側面において成長したと思うもの，あまり理解が
深まらなかったものを表 2 の 1 から 21 の中から 3 つず
つ選択し順位を付けさせた。1 位の項目は 3 点，2 位の
項目は 2 点，1 位の項目は 1 点として合計点を算出し,縦
軸に項目，横軸に点数をとり図 7 から図 9 のようにグラ
フに表した。学生が認知的側面で最も向上したと感じて
 































いる項目の上位 3 つは，「11 説明させる指導」，「3 
つまずきの個別性」，「予想外のつまずき」である（図
7）。 学生が技能的側面で最も向上したと感じている項






































表 2 成長を実感した項目 
＜子ども理解＞  １．つまずきの予想  ２．子どもの
発達 ３．つまずきの個別性 ４．つまずきの一般性 ５．
予想外のつまずき 
    
＜算数の内容＞  ６．つまずきやすい単元の把握  ７．
算数の内容の理解  ８．単元の系統性  
 
＜算数の指導方法＞ ９．わからせる指導  １０．聞か
せる指導   １１．説明させる指導 
 
＜認知カウンセリングの方法＞  １２．傾聴   １３．
「教訓帰納」   １４．絵図などの活用 １５．教科書の
活用      
 
＜コミュニケーション＞  １６．児童とのコミュニケー
ション  １７．保護者とのコミュニケーション  １８．
学生同士のコミュニケーション 
 
＜ゲーム指導＞   １９．仲間づくりに効果のあるゲーム
２０．ゲームの中での評価 ２１．ゲームの効果  
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